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1230年及び1242
ノイングランドの
における
令状
都 築 彰
Writs of Arms of England in 1230 and 1242. 
Akira T SUZUKI 
は別稿でラ 1181年におけるイングラン
ドの武器保有法 (Assizeof Arms)の検討を
行ったがヘ紙輔の関係もあり， 13世紀の武器
保有令状 (writsof arms)との関連をそこで
見ることはできなかった。これらアサイズ乃
至令状，或いはウインチェスタ制定法 (Stat】
ute of Winchester : 1285年)以下の後続の武
る諸勅令は，イングランドの民
兵制の一貫した継続発慢の系譜を成すものと
理解さがヘへンワm控治下のこつの令状に
ついても，武器保有法の改訂再公布といった
表現が普通になされているヘ事実両者の文
を比較してみれば，後者が前者の原型と
なっていることは明白であるが，しかしその
反言語，各々がそれぞれに異なった治世の
なった政治的社会的構勢の下で発布されてい
ることもまた確かであって，類似点 e相違点
を取り上げて，単純な連鎖の中に組み込んで
しまうことには疑問が残る。へンリm世治下
の令状についても，間王治世における麗史事
突の中でその意味を明確にする必要があるがヲ
しかしここではそのための予嬬的作業を兼ね
つつ，問題を限定し，武器保有法との関連の
隈りにおいて，武器保有令状の試訳と若干の
検訴を試みることにした。武器保有令状それ
自体の分析は，別稿に譲ることにするが，そ
の理由は本文の末尾で改めて述べることにし
たい。
ここで武器保有令状といっているものは，
形式上は通常のシエリア宛国王令状に地なら
ず，武器保有法と共通する武器保有規定を含
むことによる彼称℃あり，全体の内容よりす
れば， (jurati ad arma) (叫に関す
る令状というほうが適切かもしれない。へン
リ出世治下で現在知られている令状が1230
年及び1242年のものである (5)。
これら令状の原型が1181年の武器保有法
にあることは明自である，と先に述べた。し
36 都築
かし，後者の一部，すなわち王国住人の財産
に応じた武器保有義務規定が，いかなる経緯
により前者に包含されるに至ったかは，まっ
たく明白というわけではない。武器保有法と
1230年の令状の間には，約半世紀の時間の隔
たりが存するがヲこの間リチヤード I世及び
ジョン王の治世中，王国のi持衛と住人の武装
に関する層王命令で，この空白を埋めるもの
として注目されてきたものに 1195年波ぴに
1205年の諸勅令がある(へそこでまずこれら
から克て行くことにしよう。
1195年，イングランド ヒューパー
ト・ウォ/レター (Huberti九ralter)がイング
ランド全域に公示した国王勅令 (Edictum
Regium)は，三Eの平和 (paxdomini regis) 
の維持とそのための治安維持一具体的には法
喪失者@犯罪人とそのi謡農者の逮捕或いは叫
喚追跡 (hueand cry)ーについて定めたもの
である(九地区毎に指名された騎士が15歳以
上の住民を召集し，上記の義務履行に関する
誓約を行わせるという，一鹸宣誓についての
具体的指示は含むものの9 住民の武装に関す
る規定はなし武器保有法との直接の繋がり
を示すものではない(8)。この勅令公布の背景
には， 1194年春のヲフランス王ブィリップn
世によるノルマンディ捜攻があり，リチヤー
ドの大臨戦争の間のイングランドの平和維持
を呂的とした，多分に緊急令的性格のもので
ある。
1205年についても間様の事構がある。 1202
年，パリ宮廷へのジョンの否喚に端を発した
フィリップとの全面対決は， 1206年までに，
ノルマンデイ@アンジュ-.ブノレター ニュ
プランタジネット家がプランスに有した主要
彰
な所領を失うという結果に終わったがべ加
えて 1205年には，フランス王軍がイングラン
ドに侵攻するという懸念が生じた。そこで王
は4月3日，王国全域に令状を送付して，外
来者の侵入に対し，すべての者が一致団結し
て，カと武器とをもって彼らを撃退するよう
命じたのである(1的。しかしそこでの王国防衛
のための具体的な手だては，イングランド全
域を通じて， 10名の騎士の中から 1名が他の
9名の金銭負担によってヲ翠罵と武器を整え
ロンドンに集合，王への奉仕任務に就く，と
いうもので，一見すると通常の封建騎士軍の
動員であるが，そのやり方はかなり変則的で
ある。在集される騎士は， TI互属封臣を通じて
ではなし直接盟主令状により召集される。
「王国の防衛jという至上命題がこのような
一般的徴集の正当化の根拠となりえたのであ
ろうがヲ しかし一方で，この動員が王国の全
はなしわず、かにその十分のーに止ま
る点に，主権が要求しうる限界が示されてい
る。武器保有法との関連で註呂すべきはラし
かしそうしたことよりも，この騎士の中に，
騎士以外の土地保有者，そして土地を持たな
い騎士に対応して， (土地を保有しない)その
憶の者が含まれていることである。武器保有
法では 16マルクの動産乃至収入の保有者が，
武器保有について騎士と同等に位置づけられ
ているが(11L 彼ら土地保有者或いは土地を持
たない地の者とは，これら動産・収入保有者
であるとも読めるからである。
1205年にはよ記令状とは別に，やはり王国
の防衛と平和維持に関する勅令が発布されて
いることカ九ジャーヴエイズ@オヴ@カンタ
べりの年代記中に記録されていることから，
1230年及び1242年におけるイングランドの武器保有令状 37 
知られる(1九主な内容は，チーフ@コンスタ
ブル(capitalisconstabularius)，コンスタブ
ルの任命，すなわち地域の軍組織の指捧系統
のシステム化である(13)。州毎に l名のチー
ブ@コンスタフソレが，ハンドレッド・司教座
都市には1名，複数の小村落については近隣
から l名のコンスタブルが任命されるが，
チーフ@コンスタブルが指揮するのが州のfコ
ムーナ (communa)Jであるα 司教鹿都市@
都市にも「コムーナJは存在するが，この「コ
ムーナJは，武器保有法における“totacom-
muna liberorum hominum"を受けたものと
も考えられる(l九但し 4月3日付けの令状で
も，この勅令においても，防衛義務は自由身
分に限定されてはいない。王国の防衛活動は，
地位身分にかかわらず， 12歳以上のすべての
にその鰻行遵守の誓約が諜せられている。
「コムーナJが武器保有法の“tota com-
munaヘすなわち外!の(本来は)自
の団体を指すとすれば，この時点で，武器保
はなお有効に機能していた，或い
は少なくとも武器保有法を前提として勅令を
発布したものと考えることができる。とすれ
ばヲ「コムーナj成員の具体的な武装規定が明
されていない理由も理解できる。
これらジョン王治世の国王文書と誼接の関
を有すると見られるのが， 1230年4月初
日付けのウースタ (Worcester)のシエリア宛
令状である(1へそこでは自由民であるか否か
を関わず，イングランドに残留するすべての
に，ジョン王治世になされたのと問機の定
式に則って，武装警約を行わせることが命ぜ
られている。しかしこの令状の内容は，ジョ
ン王治世のそれらと同じく，ニつの点で武器
保有法の基本原則からは輔たっている。基本
原員せとは，動産乃査収入に応じた武器保有義
務規定歩そして武器保有義務と忠誠審約の自
由民への援定，以上の二点である。
ところがこれより一か月余り後ヲ 6月13日
付けロチェスタ (Rochester)苛教宛の令状に
おいて，現存する限りでは武器保有法以来初
めて，財産に基づく武器保有規定の細目が提
示される。また 1205年の勅令に見られたコン
スタブルの設置規定が改定を施され，定めら
れている問。
この問題となる令状について，やや立ち
入って内容を吟味してみよう。
n 
令状はロチェスタ司教に宛てられているがヲ
同時にケント (Kent)のシエリアにも間一内
容の令状が送付されたことが冒頭に述べられ
ており，河湾教ラシエリフ地数名が，玉の任
務遂行のための巡思を行うよう指令されてい
る。
上述したように，この令状の中には， 1181 
年の武器保有法と 1205年の勅令とが流れ込
んでいる。そこで問題となるのは， 4月初日
付け令状同様，ここでもヲジョン王治世に宣
された，そのとおり と
の指定が行われるよう，命ぜられている点で
ある。これら二つの令状が雷及しているのが9
1205年の二つの盟主文書であるとして，それ
らには，財産に応じた武器保有規定は記され
ていなし3。無論既に述べたように， 1205年の
勅令が武器保有法を前提としたためラ改めて
武器保有規定を公布する必要はないと判断d
れたのかもしれないが，とすると 1230年の令
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状にへンリ I世の武器楳有法への言及がない
のは何故か{問。
或いはジョンによって武器保有法は再公布
されたが，消失した可能性も有りうるだろう。
その場合1230年令状に武器保有法への言及
がない理由も首肯されるが，しかしこの復定
にも無理があると思われるのは， 1205年の勅
令はその内容からいって，武器保有規定を当
然含んでいてよいはず 1230年の令状がそ
うであるようにーだからである。ジョン王治
世中に武器保有法の再公布がなかったとすれ
ば，用法と 1230年の令状との関連をどう考え
ればよいだろうか。例えば次のような説明は
どうだろう。
1230年の令状における武器保有規定は，ほ
ぼ武器保有法のそれに則っている。しかし
まったく同じではない。問権にコンスタブル
の規定も 1205年の勅令そのままではない。そ
こには先行する諸規定の改定が施されており，
だからこそ令状発布の必要ありと見倣された
のだろう。一方 1205年の勅令発布の際，武器
保有法の改定がなく，再公布されなかったと
しても，恐らく尚警部 (chancery)で武器保
有法の原本が参関されたはずである。ぞれが
勅令とともに保管されたとすれば， 1230年，
新たに武器保有規定とコンスタブル規定の改
定が企図された際，手本となった調方の文書
がともにジョン王治世のものと誤認された可
能性もあるのではないだろうか(則。
さて塁走に指摘したとおり，武器保有法と
1230年の令状の関連諸規定の簡には，幾つか
の点で重大な変質がある。それらを検討して
いくことにしよう。
1181年の武器保有法では，まず、最初に騎士
彰
封保有者の規定が掲げられていた。 1騎士封
を保有する者は鎖雄子と兜，態と槍を保有す
る，というのがその内容であった。続けて自
由保有者が三つのクラスに分類され，
の16マルクの動産乃至収入保有者は，騎士と
間ーの武器保有が課せられる。その下位の 10
マルクの動産乃至収入保有者は軽鎖雄子と鉄
構ヲ槍を保有する。その他の市民もしくは自
由誌の全体は綿衣と鉄帽，槍を保有する。以
上が関連館所である{則。
1230年の令状はどうか。騎士の規定が第一
に置かれている点は同じである。但し保有す
べき武器は鎖雄子のみが掲示されている。し
かしもっと大きな相違は，その次に同騎士封
保有者の規定が挙げられていることである。
彼は軽鎖i障子を保有する。その後に 15マルク
価髄の動産保有者と 10マルク鏑植の動産保
有者の規定が続くが，両者はそれぞれ， 1騎士
と同騎士封保有者に正確に対応する。
また上記以外に更に二つのクラスが新たに設
されヲ 40シリング髄嫡の動産保有者は鍛
i鱈@鯛衣・槍をf来有干し， 20シリング儲鐘の動
産保有者は弓矢も{宜し御料林内に居住する
場合は斧 e槍を保有する。以上が関連菌所で
ある(20)。
問者を比較した際にまず注意を引くのは，
騎士の規定に見られる変化である。筆者は別
稿において，武器保有法の本来の狙いは自由
保有者の武器保有義務の設定にあり，騎士の
規定はそのための一つの基準乃至目安として
掲示されているに過ぎない，と述べた(2九し
かし 1230年の令状で民武器保有法の鱗士封
保有者の規定は，必ずしもそのとおりには理
解されていない。騎士封保有者を規定の最初
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に掲げることにより，武器探有法の縮自の形
式を踏襲してはいるが，ここで行われている
ことは武器保有法とは逆に，15マルク及び10
マルク価値の動産保有者を基準とした，騎士
封保有者の分類である。ここで新たに問題と
なっているのは， 1騎士封保有者と均騎士封
保有者間のランク付けなのである。武器保有
法と異なり，指定される武器が鎖雄子のみに
限定されていることからも，そのことが推察
される。 40シリング及び20シリングの動産
保有者は，武器保有法にはない新たなクラス
として，武器の細かな指定がなされているが，
これを越えるクラスについては，鎖雄子の種
類が，1騎士封保有者と見騎士封保有者，15マ
ルクの動産保有者と 10マルクの動産保有者
を区別するための指標として扱われている。
しかもその場合，住闘すべき点はラ動産保有
を区分する必要性の意味は，差し当たり武
器保有の財政負担能力の差にあると考えるほ
かない，従って動産保有者を基準に騎士封保
を分類することにより，ここではもはや
騎士封の規模は，王への騎士役負担の量では
なし資産規模を示す単位となっていること
である。
以上の改定が施された武器保有義務負担者
に関する規定は， 1242年ウースタのシエリア
宛令状において，更に大幅な変更が加えられ
る(問。 f平和維持の定式についてjと付され
た，この令状では，叫喚追跡等治安維持に関
する措置に続きヲ武器保有規定が現れる。武
器保有義務負担者の等級は更に細分ちれ，土
地の年価{痘を新たな評価単位として， 15ポン
ドヲ 10ポンド， 100シリング， 40シリング炉か
ら100シリング， 40シリング以ド，の五つの
クラスが，また動産を単位としては， 60マル
クヲ 40マルク， 20マルク， 10マルク， 40シ
リングから 10マルク，その他，の諸クラスが
され，それぞれについて保有すべき武器
の種類が額璃なまでに列挙されている。しか
し重大な変更はそこにはなし変更というよ
りも削除，つまり騎士封保有者の規定が除か
れていることにある。
1181年の武器保有法から， 1230年，そして
1242年の令状へと摂を移すとき，王権によ
る，殊に騎士封保有者の規定に対する意味づ
けに，大きな違いが見られるように思われる。
武器保有法の基本的な意図が自由保有者へ武
器保有義務を課すことにあったのに対し，へ
ンリm世の令状では，騎士封保有者の規定は
単なる とは異なる，実質的な意味を持ち，
彼らに関する規定の変更が歩むしろ令状の重
ねての発給の重要な動機のひとつになったと
考えられるのである。
m 
武器保有法と 1230年及び1242年の令状に
おける武器保有規定問の，もうひとつの大き
な棺違は，武器保有義務負担を自由身分に限
定するという条件の撤廃である。これは 1230
4月30日付けの令状で明示されたが，既に
取り上げたりチヤード 1世及びジョン王治世
中の令状についても同じことがいえる。恐ら
くこれら諾勅令が発布された背景の政治状況
がこうした結果をもたらしたのであろう。
1195年及び1205年の諸勅令は，ともに対フ
ランス王戦争という非常時における
としての性格を持つものであった間)01230年
及び1242年の令状についても同様の特徴が
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看取される。すなわち雨令状はいずれもへン
リ酪世による，プランタジネット家のフラン
ス領奪回を目的とした大陸遠征と前後して公
布されたものである{判。その目的が王の遠征
中におけるイングランドの防衛にあったこと
は，その内容から明らかである。ノルマン
デイ僻アンジュー@ブノレターニュを失ったこ
とにより，イングランドはカペー王家支配下
の北部プランスと，海峡を挟んで，まさ
接対峠するに至った。プランタジネット家に
とり，イングランドは最終拠点であり，従っ
て王居住人への地域開衛義務の強制は歩必然
の帰結であったろう。
こうした政治状況の差異は，武器保有法と
武器保有令状との簡の全体としての性格の違
いをもたらしたといえる。武器保有法が 1170
年代後半におけるへンリ IIt笠の比較的安定し
た統治を背景に，むしろ包括的な統治諸政策
の一環として布告されたのに対し，へンリm
世の武器保有令状は，戦時における王闘の抗
衛と治安維持というヲ切迫した状況下におけ
る，より異体的且つ明確な目的をもって公布
されたものである。
自由保有者の武器保有義務を定めた武器保
有法比へンリ I世の法改革における自由保
有の保護と有機的関連を有するものと 9
えるが(m，こうした武器保有法の基本理
払「帝国jの解体という，事態の激変の渦
中で変費を余{義無くされたと言えよう。但し
へンリmi世治世下の令状においても，実際の
武器保有義務の負担者はヲやはり一定程度の
財産保有者なのであって，一般的な前衛戦闘
の義務と王への忠誠宣誓はともかくとして，
現実には，王国の全住人に，無差別な武装命
令が下されたわけではなかった。
IV 
へンリIIt笠治世下の武器保有令状に見られ
る武器保有法の改定は，単に規定内容の変更
に止まるものではなし政治的社会的背景の
変化にともない，規定文書の持つ意味合いも
したというべきだろう。やや誇張し
い方をすれば，武器保有法は，それがへンリ
n世の統治諸政策のなかで本来持ってい
味とは無関係に，へンリm世により，現実的
な使用呂的のために活用された，とも言えよ
う。とりわけ騎士の規定の変化にはそのこと
が端的に表われているように思われる。 1230
年の令状において見騎士封保有者が10マル
クの動産保有者に対置され， 1242年の令状に
おいては騎士封保有者の規定そのものが消滅
するという過程の中に，自由保有者の武器保
有義務の設定にその本質を持つ武器保有法と，
これら令状とが，その発給の意義を異にする
という されている。その点からも，
武器保有令状は，武器保有法の単なる延長線
上にあるのではない。
ところでと記の騎士封保有者の規定の変更
が侮に起因するものであるかという点に関し
ては，分析を避けてきた。荷故ならこうした
変更は，武器保有法ではなし同時代の騎士
強制 (distraintof knighthood) との関連の
中に，その理由があると見られるからである。
鱗士強制との関連において，1230年及び1242
年の武器保有令状を検討していくことは，へ
ンリm世治世における諸政策の枠組みのなか
で，その意味を採る作業となるだろう。
で述べたとおり，その課題は別稿において扱
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う予定である。
註
(1) rイングランドミEへンリ二世の武器保有
法J，r西洋史学，1，第166号(1992年)， 1-17 
(2) 例えば16世紀までの民兵武装令について，
『イギリス絶対主義の権力構造.1，
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ンチェスタ制定法の武装規定一覧表も掲載
されている。
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eval Eηgland， Oxford， 1962， pp. 82 f. 
(4) この語句については，ポウィックの前掲審
及び史料1• 2を参照。
(5) ポウイツクによれば，武器保有法の最初の
再公布は 1223年10月の令状だが，筆者は
米見である。但しこの令状では，後述のジョ
ンの令状同様，忠誠宣替のみを命じているo
Powickε， op. cit.， p.83. 
(6) Ibid.， pp刷 58-59.
(7) Rog巴rof Hoveden: 玖r.Stubbs， ed.， 
Chronica Magistri Rogeri de Houedene， 
4vols.， 1868-71， i， pp.299-300. ; W. 
Stubbs，εd. ， Select Ch.，ヨrters，9 th edition， 
1913， pp.257-58.“'Edictum Regium. 
Eodem anno praedictus archi巴piscopus，
totius Angliae justitiarius， misit p巴f
totam Angliam hujusmodi formam jura-
menti， videlicet: -Quod omnes homines 
regni Angliae pacem domini r在gispro 
possεsuo servabunt; 百t quod nec 
latrones nec robatores n日ceorum recep-
tator日serunt， nec in aliquo eis con-
sentient; et quod cum hujusmodi 
malefactor巴sscir告poterunt，il10s pro toto 
posse suo capient et vicecomiti liber】
abunt， qui nul10 modo deliberentur nisi 
per doninum regem vel capitalem Jus胡
titiam suam ; etsi ilos caperεnon poter-
unt， eos ballivis domini regis， quicunquε 
fu日rint，scire facient. Levato autξm 
clamore insequendi utlagos，τobatores， 
latrones， aut eorum recεptatores， omnes 
S巴ctamiIlam plene facient pro toto posse 
suo ; etsi quem viderint vel manifestum 
fuerit sectam illam non f，芭cisse，vel sine 
licentia se ab ea subtraxisse， eos tan-
quam m呂lefactores ipsos capient et 
vicecomiti libεrabunt，ロondeliberandos 
nisi pとrregem， aut ejus capitalem Jus-
titiam. Milites v邑road hoc assignati 
facient venire omnes d巴balliasua coram 
se a quindεcim annis邑tultra; et jurare 
facient quod pacem domini 問 gis，ut su-
pradictum est， serv呂bunt;et quod nec 
utlagi， nec robatores， nec latrones， nec 
eorum recεptatorεs erunt， nec in aliquo 
eis consentient; et quod s日ctam，ut 
pra記dictumest， pl巴namfacient ;芭tquod 
si cum malefaction巴 aliql泥沼 田perint，
militibus in ballia sua sup芭rse positis et 
ad hoc assignatis，出m liberabunt， qui 
εum vicecomiti liberabunt custodierト
dum ; similiter， sialiquem viderint vεI eis 
notum fuerit， levato c1amore insequendi 
malefactores praedictos， qui sectam non 
f巴Cεrit，v告lasεctaila sεsubtraxerit sine 
licentia，巴um tanquam malefactorem 
ipsum capient， et militibus praedictis 
liberabunt， vicecomiti liberandum et cus-
todiendum ut ipsum malefactorem; nec 
lib記randumnisi p巴rpr且eceptumdomini 
regis v巴1ejus capitalis Justitiae. -" (r国
王勅令。同年，イングランドの最高法官で
ある前記大湾教は全イングランドを通じて，
以下の繋約命令文書を送付した。すなわち
イングランド王国の全住人は全力をあげて
王の平和を維持すべし。また強盗犯，窃盗
犯或いはその際、医者となってはならず，そ
の者逮に協力しでもならない。もしそれら
犯罪者の存在を知りうるならば，その者逮
を全力で捕え，シエリアに引き渡す。王か
最高法官の命令によらぬ限り，彼らは解放
されない。もしその者逮の逮捕が不可能で
あれば，王のベイリフ 誰であれ に通報
すべし。また立lj.喚によって法喪失者，窃盗
犯，強盗犯もしくはその隠援者を追跡する
擦，あらゆる者が全力で充分な追跡を行う。
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追跡を怠るか，何等許可なく追跡を中止し
たことが明らかであるか，明らかとなった
者は，犯罪者向様逮檎のうえシエリフに引
き渡され，三五か最高法官の命令によらぬ限
り，解放されない。またそのために指名さ
れた騎士が，管轄区の 15歳以上の者すべて
をその頭前に召集し，上述のとおり玉の平
和維持の誓約を行わせる。法喪失者，窃盗
犯，強盗犯或いはその隠匿者とならざるこ
と，彼らに協力せざること， と述のとおり
叫喚遺跡そ実行すること。犯罪が起こり何
人かを逮捕した場合は，彼らの指導のため
に配霞され，そのために指名された管轄区
の騎士にその者を引き渡し，続ことはその者
を霊安視のためにシエリブに引き渡す。同様
に前記の犯罪者逮を江Ifl喚追跡するにあたり，
追跡を怠るか，許可なく遺跡を中止したこ
とが明らかであるか，明らかとなった場合
はその者も犯罪者同様に逮擦し，
に引き渡し，犯罪者同様シエリアに監視の
ために引き:渡される。そ
の命令によらぬ限k 解放されてはならな
い。J)
Cf. W. Stubbs，行:zeConstitutional History 
01 England， 3vols. ，4th吋ition，i ，1883， p.
546.; W. L. Warren， The Governance 01 
Nornum and An五;evinEngland 1086 
-1272， Stanford Univ巴rsityPress， 1987， 
pp. 142-43. 
(8) しかしこの後，叫喚追跡・監視 (watchand 
ward)等諸規定は，後述の 1242年の令状で
武器保有規定と結合される。これにより武
器保有令のヲ地域妨衛 a治安維持法的性格
ーそれは武器保有法においては必ずしも明
確ではなかったがーが鮮明となる。
(号)城戸毅『マグナ eカルタのt笠紀j，東京大
学出絞会， 1980年， 31-34 
(10) W. Stubbs， ed.， Select Charters， pp. 276 
-77.“Rex， etc. Vicecomiti Rotelandae， 
etc. Scias quod provisum est cum assen. 
su archi告がscoporum，episcoporum， 
comitum， baronum et omnium fidelium 
nostrorum Angliaε， quod novem militεs 
per totam Angliam invenient d巴:cimum
militem bene paratum equis et armis ad 
defensionem regni nostri; et quod ili 
novem milites inveniant decimo m日iti
qualibet die i. so!idos ad lib巴rationεm
suam. Et ideo tibi praecipimus quod， 
sicut teipsum et omnia tu品 diligis，
provideas quod dεcimi milites de ballia 
tu旦sintapud Londonias a die Paschae in 
tres s邑ptimanas，bene parati equis et 
armis， cum liberationibus suis sicut 
praedictum己st，parati ire in servitium 
nostrum quo praεcεperimus et εxist日rein 
servitio nostro ad defensionem r君gninos-
tri qu呂ntumopus fuerit. Provisum est 
etiam quod si alienigenae in terram nos-
tram v巴nerint，omnes unanimit紅白isoc-
currant cum forcia邑tarmis sine aliqua 
occasionξet dilation記， auditis rumoribus 
de eorum adventu. Et si quis milεs vel 
8記rviensvel alius t己rramt巴nensinventus 
fu巴rit，qui se inde rεtrax巴1・it，dummodo 
tanta non fuεrit gravatus infirmitat巴
quod illuc venire non possit， ipseξt haer-
芭dessui in perpetuum exhaeredabuntur， 
et feodum suum rεmanebit domino fundi 
ad faciendum inde voluntat日msuam; ita 
quod exhaeredatus vel ha記redessui nun-
quam ind記 aliquamhabeant recuper-
ationem. Si qui vero milites， servientes， 
vel呂liqui terram non hab日nt，inventi 
fuerint qui se similiter r巴tr品xerint，ipsi et 
ha巴redessui s己rvifi邑ntin perpetuum， 
reddendo singu日sannis iii. d記nariosde 
capitibus suis， n芭c pro p品upertat日
omIttant ad praedictum negotium venir日
cum illud audierint， quia ex quo ad日xer-
citum venετint， providebitur unde suf-
ficienter in servitio nostro potξrunt sus目
tentari. Si vεro vicecomes vel ballivus 
vε1 praepositus ilos qui se retraxerint 
nobis per br邑Vεvelp己rscriptum vel viva 
voce non ostendεrint， dicti vicecomes vel 
ballivus v巴1praepositus remanebit in 
misericordia nostra d邑 vita邑tmembris 
Et ideo tibi praecipimus quod sub fes. 
tinatione haec omnia proclamari facias 
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in foris per totam balliam tuam， et in 
mercatis et nundinis et alibi， etita te de 
nεgotio ilo faciendo intromittas quod ad 
te pro defectu tui capere non deb記amus.
Et tu ipse sis apud Londonias ad 
praefatum tεrminum， vel aliquem dis-
cretum ex parte tua mitt註s，et facias tunc 
nobis scir邑 nominadecimorum militum， 
et habeas ibi hoc breve. Teste me ipso 
apud Wintoniam m. die Aprilis. -" (['王
よりラトランド (Rutland)のシェリブへ。
大司教，司教， 18，バロン並びにイングラ
ンドのすべての忠実な者逮の同意によって，
以下のことが定められた。会イングランド
を通じて 9名の騎士が，我が王国の防衛の
ために，箪潟と武器とを充分に綴えた 10番
自の騎士を準備する。そして彼ら 9名の騎
士はあらゆる予を尽くして， 10番目の騎士
に臼に2シリングの給付を準備する。また
汝に次のように命ず、る。汝自身と汝の財産
を怒しむと同様に，次のことに寵慮、せよ。
汝の管区の 10番目の騎士逮は，充分な軍馬
と武器を装備し，上述のとおりの給付を受
けて，復活祭から三週間のうちにロンドン
ること。余が命ずる奉仕に赴札
我が王国の防衛のための奉仕に，その任務
が如何稜のものであれ，携わる準備を整え
て。更に以下のとおり定められた。もし余
所者が余のこと地に到来し，その弼義の知ら
せが届いたならば，すべての者が一致して，
何等口実も遅滞もなく，武器とカとでその
者逮を攻撃すること。そしてもし騎士或い
は従士，もしくは他の土地保有者で見込ま
れた者が，その任務を忌避するならば，集
結地に来ることができないほどの蚤病に習
されているのでない限仏その者及びその
相続人は永久に棺続権を剥奪されるものと
し，その封は主領地に編入され，その処分
は玉の意のままに任される。従って相続権
を総奪された者及びその相続人には，何物
も決して回復されない。もし土地を持たな
い騎士或いは従士，もしくは他の者で見込
まれた者が同様に忌避する場合は，同人及
びその相続人は永久に農奴となり，毎年4
ペンスの人頭税を締める。前記任務を知ら
され，しかし貧国のゆえに，その遂行に赴
くことが放棄されることはない。というの
は，議役tこ就くときには，余への奉仕の遂
行に充分な給付がなされるように手配され
ているはずだからである。もしシエリア或
いはベイリブヲもしくはりーヴがヲ余への
奉仕を忌避せんとする者逮のいること
鋳或いは欝き付け，または口頭でもって報
告しない場合は，そのシエリア，ベイリブ
或いはりーヴ、は生命，四肢について，余の
燐髄の下に撞かれる。また更に汝に次のよ
うに命ずる。速やかに以上のすべてのこと
につき，汝の管区を通じて公の場，市場及
び他の場所において布告せしめよ。しかし
て遂行されるべき任務について通遼せよ。
汝の失態ゆえに，汝のもとに進主ぎする必要
の生じないように。また汝自身，上記の期
日にはロンドンに出頭するか，代わりに思
慮、深い者を派遣するかせよ。そしてその擦
10番患の騎士の氏名を余に報告し，またこ
の令状を持参するように。4月3日歩ウイン
チェスタ (Winch郎防r)にて。J)
同様の騎士徴集の方法は，へンリ It政治
世に前開がある(1157年)。しかしそこでは
2名の騎士が第3の騎士を援助するo
Stubbs， ed. ， Select Charters， p.275. 
(1]) Ibid.， p.183. 
(12) W. Stubbs， ed.， The Histoncal Works 01 
Gervase 01 Canterbury， 2vols.， 1879-80， 
i， pp. 96-97. “Timens autem rex 
Anglicと， n邑 hostεssui cum t日rristrans-
marinis et Angliam surripεrent， 
convocari おcitapud Lundoniam epis-
copos Anglia， comitεs et baronεs; om-
nesque 日 gi debitam juravεrunt 
fidelitatem， quod deinceps per totam 
Angliam f呂ctumest; et statutum est， ex 
assensu regis et omnium magnatum 
Anglia， ad communem r色gni dεfen-
slOnem et paClS cons告rvationem，ut per 
totum regnum fiεret communa ;εt quod 
universi， a majori usque ad minorεm， qui 
xi‘annos haberet， eam firmiter jurarent 
observandam;叩 iscopivero in verbo 
veritatis promittant eam fideliter obser-
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vandam， salvo ordine suo et mandatis 
apostolicis，日tlibertatibus ecclesiarum 
su呂rum. Forma vero constitutionis hac 
erat;εQuod in quolibet comitatu con-
stituantur capitales constabularii， quibus 
communa toti出 comitatusintendat， etin 
quolib巴thundredo unus constabularius， 
邑tin qualibet civitate unus constabular-
ius， et， ubi minores vilE廷 fu日rint，con-
stituatur unus constabularius in visneto， 
secundum providentiam capitalium con-
stabulariorum comitatus per quos ili 
constituuntur. In civitatibus vero巴tbur-
gis， ubi major communa fu記rit，con-
stituantur constabularii plur日s vel 
paucio問sper pradictos capital記scon-
stabularios， et p邑rmajor巴m，s色cundum
quantitatem civitatis vel burgi， una cum 
majore et constabulario castri quod ibi 
fuerit;号odemmodo in burgis， ubi prius 
communa 110n fuεrat， constituantur con-
stabul訂 icum constabulario castri， si
castrum ibi fuerit; qui omnes con-
stabularii particular日s capitalibus 
comitatus intendant， et ad sum-
monitionem ipsorum capitalium COI1-
stabulariorum， vel aliquorum巴xilis si 
omn邑snon affuerint， omn巴sali con-
stabularii statim veniant cum communis 
suis armatis， etomnia qua prcεceperint 
ad defensionem regni巴tP註cisconsεr-
vation邑mcontra ali邑nigenas，v告1contra 
quoscunque alios pacis perturbator色s;巴t
quod capitales constabularii comitatus 
habeant nomina particularium con-
stabulariorum totius comitatus scripta， 
et numerum armatorum cujuslibet con叩
stabulari設さ etquod communa， audita 
comitatuum necessitat邑， per rnandaturn 
constabulariorurn v己1per aliquarn aliarn 
necessitudinern， inauxilium partium il-
larurn concurrent， ubi necessitatern esse 
audierint‘日acomnia ad honorern Dei， 
et fidelitatern domini regis，己tsalvurn 
staturn regni， jurent fidelit日robservanda， 
ut pradicturn巴st，a rnajori usque ad 
rninor色rnqui xii. annos habent，邑xceptis
ilis qui corarn domino rege juraverunt. 
Qui vero ad sumrnonition記mnonv邑nerit，
habeatur pro capitali inimico domini 
regis et regni， etde eo et de haredibus 
suis fiat tanquam de manif告はoinirnico 
ipsius domini regis et 四gni，nisi justam et 
suffici邑nternhabeat excusationern ab-
sentia sua. ' " 
(iさてイングランドの玉は，彼の敵が海の
彼方の土地ばかりではなしイングランド
をも奪い取るのではないか， と恐れ，ロン
ドンにイングランドの司教遼，伯やバロン
した。そしてすべての者が王に負
うべき忠誠を誓い，引き続き全イングラン
ドを通じて(警いが)なされた。そして王
及び全イングランドの有力諮侯の開窓に基
づき，以下のことが定められた。すなわち
王閣の共通の防衛と平和維持のために，全
王国そ通じて妨衛語体が形成されること。
そして身分や地位の高低にかかわらず， 12 
歳以上のすべての者が，このことの遵守を
開く誓うこと，を。また司教遼も
よって，このことの間い遵守を約束し
た一教会への忠誠と教主義の命令，そして教会
の自由に抵触しない限りにおいて。勅令の
式文は以下のとおりである。全州にチー
ブ・コンスタブルが任命され，チ1'の防衛団
体は彼に従う。また全ハンドレッド及び可
は1名のコンスタブノレが，複数
の小集落が存する場合は，近隣から 1名の
コンスタブlレが，州のチーフ e コンスタブ
ルの監督により任命される。コンスタブル
はチーフ・コンスタブルによって任命され
るのである。またより大きな団体が存在す
る司教底都市及び都市には，複数或いは下
位のコンスタブルが前記チーフ@コンスタ
ブツレ又は市長によって，それら都市の規模
に応じて，市長及び当該地に存在する城霊祭
のコンスタブノレとともに任命される。以前
防衛間体が存在しなかった都市の場合も同
様の方式で， もしそこに城主義があれば城主義
のコンスタブルとともに，複数のコンスタ
ブルが任命される。個々のコンスタブルは
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州、!のチーブ@コンスタブルに従い，チーフ・
コンスタプルの召集に!おじて，或いは欠員
が生じている場合は彼らのうちのある
の召集に応じて，他のコンスタブル全員が
武装した団体成員とともにヲ直ちに集結し
て外救或いは他の王子和を乱す者に対して王
国をi坊衛し，王子和を維持するために命ぜら
れるいかなることをも実行するものとする。
また州のチーブ・コンスタブル遼は，チ1全
体の個々のコンスタブノレの氏名と，各コン
スタブル管轄区の武装者の数とを記録した
文書を保管すること。諮問体は，コンスタ
ブルの命令もしくは他の何らかの緊急の必
要によって，州への危急の援助の必要が聴
取された地域への援助のために参集するも
のとする。以上のすべてについて，神の栄
光とミとへの忠誠，王国の安寧のために， 上二
述のとおり，地位身分の高低にかかわらず，
12歳以上の者すべてが一王の部前マ既に
を行った者を別としてー遵守すること
を毘く警約すること。そして召集に応じな
は王と王閣に対する第一級の敵と見倣
され，その不在に関して正当且つ充分な弁
明がなされないかぎり，その者及びその相
続人については，かの王と王国に対する明
白な敵と同様の処置が下されるであろ
う。J)
Cf. Stubbs，アheConstitutional History， i， 
pp. 634-35.; A. L. Pool巴，From Domesday 
β'ok to Mag幻:aCarta 1087--1216， Oxfor-
d， 2nd edition， 1975， pp. 439-40. ; "司Tarren，
op. cit. ， p.143. 
(13) コンスタブル職については， 1205年の決定
を含めて次の文献を参照。小山貞夫 f中世
イギリスの地方行政j，創文社， 1968民
392一的頁。
(14) Stubbs， ed. ，Select Charters， p.183.前掲拙
稿， 6頁及び、9-10頁註櫛参照。
(15) Close Rolls 01 the Reign 01 Henry Il. : 
A. D. 1227-1231.， 1902， p.395. [以下
CRと略記]“Rexvicεcomiti Wigorniε 
salut日m. Precipimus tibi quod statim， 
visis li teris istis， pεr totum comitatum 
tuum jurari facias ad arma omnes 
homines comitatus tui qui post nos 
remanebunt in Anglia， tam libεros quam 
alios， in forma in qua jurati fu巴runt
temporで dominiJ. regis， patris nostri. 
Ita quod singu日habeantarma sua in 
forma in qua jurati fuerunt citra 
Pentecost巴n proximam post trans‘ 
fretationem nostram， anno scilicet regni 
nostri xiijO， ad defensionem et secur姐
itatem suam et terre nostre. 
Teste rege apud Portesmue， xxx die 
Aprilis anno eod巴m.
Eodem modo scribitur omnibus 
vicecomitibus Anglie. " 
(，王よりウースタのシエリブへ銭拶を送
る。汝に以下のとおり命ず、る。本令状を一
瞥の後，直ちに汝の丹、1:全域を通じてヲ我々
の後方，すなわちイングランドに残留せし
者すべて一自由民か否かを関わず による
武装のための誓約を，余の父であるジョン
王の治位に誓約がなされた，その定式に
則って，行わしめよ。各人がその誓約に応、
じて，余の治没14年自の，余の渡航後の要
議i経路祭 (5月26日)までに，彼ら自身と
余のこと地の妨衡と安全のために武器を取る
ことを。ポーツマスにおいて，王これを証
す。同年4月初日。同様にイングランドの
全シエリアに書き送られること。J)
へンリ II設は，この翌日大陸へ出立して
いる。なお本文m参照。
閥 CR: A. D. 1227 -1231. ， pp. 398-99. 史
料1を参照。
在7) ウインチェスタ制定法には，武器保有法へ
の言及が見られるというが (Warren，op. 
cit. ， p.142. )，正確には「古いアサイズ(thε
ancient assize) Jとして言及されており，
これを武器保有法と確定することは難しい。
条文の内容からすれば，明らかに 1242年の
令状を指しているからである。Stubbs，ed. ， 
Select Cha付Eγ'S， p. 生も;8.
(18) 但し武器保有法第4条には，1王へンリすな
わ テイルダの息子 (dominoregi 
Henrico scilicet filio Matildis impεr-
atricis) Jなる表現で王の関有名への言及が
みられる (Stubbs，εd.，Select C加地内、P
183. )が，この文言は，罰法をその著作に
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収録したロジャ・オヴ@ホヴデンによる挿
入であるとの指摘もある。 H.G. Richard-
son and G. O. Sayles， The Governance 01 
Mediaeval Engl.ω1d， Edinburgh， 1963， p.
439. n. 3.なお前掲拙稿9.箆設仰を参照。
(19) 前掲拙稿6頁。
(20) 史料10
彰
的前掲拙稿8頁。
{刀) CR: A. D. 1237-1242.， 1911， p. 482 
-84. 史料2を参照。
(23) Cf. Warren， op. cit. ， p.143. 
帥城戸前掲警告4頁参照。。5) 前掲拠稿12-13:&参照。
史料 1. 1230年の令状
王よりロチェスタ (Rochester)司教に挨拶を送る。余は，汝及び余の親愛なる，忠実なる
カンタベリ (Canterbury)大苛教の執事 (seneschal)ラジョン B オヴ eウオートン，そして
余のケント(瓦ent)のシエリア{州長官)を以下の法務に指名する。すなわち前記シエリアの管
を通じて，余の父ジョンの御代に宣誓がなされたと同様に，武装のための宣誓と武器の指定
とを行わしめることも次の定式に別して。 1完全騎士封を保有する者は鎖雄子(lorica)を保有
する。y2騎士封を保有する者は軽鎖維子 (haubergell us)を保有する。また司教座都市 (city)， 
都市 (borough)の内外或いはその憶の集落に居住し， 15マルク倍憾の動産を有する者は鎖椎子
を保有する。 10マルク価値の動産を有する者は軽鎖綾子を保有する。また 40シリング価値の動産
を有する者は鉄轄，腕衣及び槍を保有する。 20シリング鏑値の動産を有する者は翻料林内に居住
する場合を除き，弓矢を保有する。御料林内に居住し且つ 20シリング価値の動産を干ぎする者は斧
と槍を保有する。また司教控都市，都市を除くいかなる集落においても， 1名のコンスタブルが
置かれること。各司教座都市及び都市には都市の規模に応じて，題数のコンスタブルが任命されラ
その召集に応じて，各地区の武装宣誓者は向等口実も遅滞もなく集合し，各人の氏名と
となる武器とが髄々に，はっきりと記議されること。すなわち我が王国の治世 14年自の聖護降臨
(Pentecost: 5月26臼)の日に既に定められたとおりに{九我が王国と披ら自身のためにヲ各
人が常に武装を整えておくこと。そして上記の定式が前以って彼らに充分知らされていなかった
場合は，前記シエリアに余は命令する。もし悲し当たり武装の準備が整っていない場合でも，彼
らを義務不履行と見倣しラそれを理由に彼らからやIかを取りーとげではならない。しかして彼らに9
将来，上記定式に則して武器を保有せしめよ。更に余は汝等に次のことを求める。適当な時と所
に，前記執事，ジョンとシェリブとともに，余が正当に求める以上の細心さをもって，上記のこ
とを行うべく参集することを。また汝の巡回記録を，余の尚警部長官(chancellor)たる尊師チチェ
スタ (Chichester)司教(ヘ余の親愛なる，忠実なる者スティーヴン aオヴ@シーグレイヴ(3)にそ
れぞれはっきりと，汝と前記執事，ジョンとシエリアの印章を付して，提出せよ。証人，スティ
ヴン@オヴ@シーグレイヴ。シュロウズベリ (Shrewsbury)にて。治世 14年6月13日(4)(5)。
Rex episcopo Roffensi salutem. Sciatis quod assignavimus vos et dilectos et fideles 
nostros senescallum archiepiscopi Cantuariensis， Johannem de Wauton'， et vicecomitem 
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nostrum Kanciε， ad faciendum arma jurari et assideri per totam ballivam ipsius vicecomitis， 
sicut jurata fuerunt tempore domini J. regis patris nostri; videlicet，sub hac forma， quod 
unusquisque habens feodum militis integrum habeat loricam ; qui vero habet feodum dimidii 
militis， habeat haubergellum ; unusquisque autem qui habet catalla ad valorem xv marcarum， 
sive sit manens in civitate vel extra civitatem sive in burgo vel extra burgum sive in alia vi1la， 
habeat loricam ; sivero habeat catalla ad valorem x marcarum， habeat haubergellum ; qui 
vero habet catalla ad valorem xl solidorum， habeat capellum ferreum，purpuctum， et larト
ceam; qui vero habet catalla ad valorem xx solidorum， habeat archum et sagittas， nisi 
maneat in foresta nostra ; sivero maneat in foresta nostra et habeat catalla ad valorem xx 
solidorum， habeat hachiam vellanceam. 1n qualibet vero villa extra civitatem et burgum sit 
unus constabularius， et in qualibet civitate et in quolibet burgo plures constituantur con即
stabularii， secundum quantitatem civitatis vel burgi， ad quorum summonitionem omnes ad 
arma jurati in warda sua sine dilatione et occasione conveniant， etad inbreviandum distincte 
et aperte nomina singulorum et arma ad que jurati sunt， ita quod singu日taliaarma habeant 
semper prompta sicut premuniti fuerunt ad diem Pentecostes anno regni nostri xiijD， ad 
defensionem regni nostri et suam. Et quia predicta forma non fuit eis prius sufficienter 
ostensa， mandavimus predicto vicecomiti quod si ea ad presens prompta non habeant， non 
ponat eos in defaltam， nec ea occasione aliquid de suo capiat， set eos distringat ad ea habenda 
decetero sub forma predicta. Et ideo vos rogamus quod ad dies et loca competentia， una 
cum predictis senescallo， Johanne et vicecomite， conveniatis ad predicta facienda cum omni 
diligentia quam merito commendare debeamus. Rotulos etiam de toto itinere vestro faciatis 
habere venεrabili patri R. Cycestrensi episcopo cancellario nostro et dilecto et fidεli nostro 
S. de Sedgrave， distincte et aperte sub sigi1lo vestro et sigillis predictorum senesca1li， 
J ohannis et vicεcomitis. Teste S. de Sedgrave apud Salopiam， xij die Junii， anno etc. 
xiijO. 
(CR. 1227-1231. ， pp. 398-99.) 
(1) 開年4月初日付け令状(本文註(15) を参照。
(2) Ralph Neville.尚警部長官 (1226-44年)，チチェスタ司教 (1224-44年)。
(Handbook 01 British Chronology，3rd吋ition，1986， p. 85， 239.) 
(3) Stephen S巴grave国王裁判官，1232年に Hubertde Burghを継いで最高法宮(Justiciar)。
(F. West， The JusticiarshiP in England 1066-1232， 1966， pp. 265-71.) 
(4) 王は5月1臼から 10月27Bまでプランスに滞在。その関スティーヴン@オヴ・シーグレイヴが国
王代理であった。 (Handbook01 British Chronology， p.38.) 
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(5) この後にヲシエリフ宛令状に関する指示が付加されているが，省略した。また更にその後じ他の
諸列、|において問ーの令状が送付されるべき者の氏名(シエリア以外に)が州名とともに記載されて
いる。それによれば，各州とも，一般に伯@司教@修道院長が名簿中に含まれている。人数は各 3~6
名。 (CR，1227-1231.， pp. 399-402.) 
史料2. 1242年の令状(1)
平和維持の定式について一主よりウースタ (Worcester)のシヱリブに挨拶を送る。確間たる
和維持のために，余の評議会により以下の方策が講じられた。すなわち汝の州、!の各司教座都市，
都市及び地のすべての集落において，主の昇天祭 (AscensionDay: 5丹29日)からミカエノレ祭
(Michaelmas : 9月四日)までの間夜間警備を行うこと。すなわち各司教建都市の各市門には武
装した 6名の者，各都市においては12名，そして各村では住人数に応じて 6名乃査少なくとも 4
名の向じく武装した者遣が，日没から日の出まで一晩中ラ間断なく響構に当たるものとする。そ
の場合もし余所者がこれらの場所を通行しようとした時は，その者を朝まで拘禁し，しかる後王
の忠実なる臣民であればこれを放免しヲしかし疑わしき者の場合はシエリアに引き渡すべし。シェ
リブは遅滞なく速やかにその者の受け渡しを行いラ支障のないよう くこと。またこう
した通行しようとする者逮が拘禁に癒そうとしない場合は，上記密警違はこの者逮に対し，あら
ゆる方向から叫喚を搭びせヲ村及び近隣の村をあげてヲ叫喚とともに彼らを村から村へと，彼ら
が捕えられ上記の方法でシエリアに引き渡されるまで追跡そする。またこうした余所者をシェ 1)
フ或いはベイリブが逮捕拘引する際，何人も妨害しではならない。そして各司教鹿都市，都市及
び村は上記の響橋立立びに忠実に実行すべき追跡について予め通告を受けるであろうから，余が彼
らの義務不履行を厳しく処罰する必要は生じないで、あろう。更に以下のことが手配されるべきこ
と。各シエリフはそのために特に指名された2名の騎士とともに，管轄する外iをハンドレッドか
らハンドレッドへ，司教都市及び都市を巡回して，各ハンドレッドラ司教A都市ラ都市におい
て，彼らの面前に，苛教庫都市民，都市民，自由保有者，農民その植の曾 15歳から 60歳までの者
を参集させ，全員に対し，その土地と動産の保有額に応じて武器を指定しラ武器を取ることを
させる。すなわち日ポンド髄憧の土地の保有者は，鎖維子と鉄i拡剣と小針と軍馬を。 10ポ
ンド価髄の土地保有者は，軽鎖雄子と鉄橋，剣と小剣を。 100シリング髄値の土地保有者は胴衣と
鉄橋9 剣と槍と小突Ijを。 40から 100シリング価値の土地保有者は，剣と弓矢と小剣を。 40シリン
グ髄値以下の土地の保有者は，大鎌とやり斧，小剣及び地の小武器を備えることを誓約する。 60
マルクの動産の保有者は，鎖維子と鉄橋，剣と小剣と を。 40マルクの動産保有者は，軽鎖$監
子と鉄帽，剣と小剣を。 20マルクの動産探有者は，腕衣と鉄橋，剣と小熊を。 10マルクの動産保
有者は，剣と小剣と弓矢を。 40シリングから 10マルクまでの動産の保有者はヲ大鎌と小剣，やり
斧及び他の小武器を。更に他に弓矢の保有が可能な者は森林外でそれを保有し，森林内では石弓
と矢を保有する。そして司教座都市及び都市の武装宣誓者はすべて，司教鹿都市では市長，そし
て市長がいない都市では都市のリーヴとベイリフの指揮下に置かれる。またそれ以外の村におい
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ては，住民数に応じてヲ上記の規定に射して 1名乃至2名のコンスタブツレが任命される。また各
ハンドレッドには l名のチーフ@コンスタブノレが任命され，ハンドレッドの全武装宣誓者は彼の
命令の下に参集し，平和維持のためになすべきことをなすために，その指揮に服する。また各ハ
ンドレッドのチーフ。コンスタブbルは，前記のシエリア及び2名の騎士の指揮下に入り，彼らの
命令に応じて参集し，彼らの命令を通じて平和維持のためになすべきことをなす。更に各シエリ
ブはその管区内の司教座都市と都市及び市場を通じて，以下のことを通告せよ。 何人もトーナメ
ントや馬上槍試合或いは地の向であれ騎士の催しのために集まってはならないしへ特に平和管
理のために委任された場合を除いて，武装して行軍しではならない。そしてもし誰かが本規定に
反して，武装して行箪し，発見された場合は，捕えられシエリフに引き渡される。その者違がも
しも逮捕を逃れようとしたならば，各ハンドレッド及び村のコンスタブルとその地向人であれラ
その者逮に四方から叫喚を洛びせ，近隣の村とともに，村から村へ，彼らが上記の如くシエリブ
に引き渡されるまで，追跡を行うものとする。更に閤い地や養魚池を略奪し侵害する者など，玉
の王子和を撹乱する者には誰であれ，叫喚がなされるべき事態が生ずるその度毎に，叫喚が直ちに
なされ， f患の者について命じられたのと同棟にその者逮が捕えられシエリフに引き漉されるまで，
追跡、を行うこと。そしてすべてのシエリアとそのベイリブ違，コンスタブりレ，武装宣誓者，司教
座都市民，都市民，自由保存者，農民そのf患の者逮は，このような犯罪人の追跡を行い，彼らを
逃さないようにするべし。もし彼らの怠慢によって逃亡者が出た場合多その怠穫が明らかとなっ
は，余の評議会によって，彼らの罪の報いがf患の者に恐怖を刻みつけ，命令違反の原因と
なるようなことすべてを取り去るべし処罰されるであろう。更に疑わしき者はいかなる形であ
れ逮捕され，その日のうちにシエリブが何等の遅滞も国難もなく身柄を引き受け，王国の法によっ
て放免されるまで，支障のないよう監視下に置かれるべきこと。よって汝に次のとおり命ずる。
汝の身体と財産を慈しむと問識に，そのために汝等と協力するように余が命じた，余の親愛なる，
忠実なる者逮ウィリアム@コ…ベット及びピーター。オヴ@ウィク(3)とともに，上記の定式に従っ
て命ぜられたすべてのことを，細心の注意をもって実行せよ。汝及び前記の忠実なる者逮の義務
不履行のために，汝及び彼らを余が蔽しく追求せざるを得ないようなことが起こらないように。
また本令状に対し9 汝の管区内の特権額全域を通じて， 土記の定式に射って命ぜられたすべての
ことを実行するという返答を，速やかに持ること。もし彼らがそれを行おうとしないならば，特
権領といえども，速やかにそれを実行させよ。証人，ヨーク (York)大司教(九ウエストミンス
タ(羽Testminster)にて。 5月20日(5)(6)。
De forma pacis conservande. -Rex vicecomiti Wygorぜ， salutem. Scias quod ad pacem 
nostram firmiter observandam provisum est de consilio nostro quod vigilie fiant in singulis 
civitatibus， burgis et omnibus alis vil1is comitatus tui a die Ascensionis Domini usque ad diem 
Sancti Michaelis， scilicet in singulis civitatibus ad singulas portas per sex homines armis 
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munitos et in singulis burgis per xijCim homines et in singulis vilis integris per sex homines， 
vel quatuor ad minus， similiter armis munitos secundum numerum inhabitancium et vigilent 
continue per totam noctem ab occasu solis usq田 adortum; ita quod， sialiquis extraneus 
transitum per ipsos faciat， arestent ipsum usque mane et tunc， sifidelis sit， dimittatur e仁si
suspectus， vicecomiti liberetur， qui ipsum sine omni difficultate et dilacione recipiat et salvo 
custodiat. Si vero hujusmodi extranei transitum facientes se non permiserint arestari tunc 
predicti vigiles uthesium levent super ilIos undiqueεt ipsos insequantur cum tota villata et 
vicinis villatis， cum clamore et uthesio， de villa in villam donec capiantur et tunc liberentぽ
vicecomiti sicut predictum est : ita quod nu11us occasione hujusmodi arestacionis vel capcionis 
extraneorum per vicecomitem vel ballivos suos occasionetur. Et singule civitates， burgi et 
ville， premuniantur ad predictas vigilias et sectas ita diligenter faciendas ne defectum illorum 
graviter punire debeamus. Provisum eciam est quod singuli vicecomites una cum duobus 
militibus ad hoc specialiter assignatis circueant comitatus suos de hundredo in hundredum et 
civitates et burgos et convenire faciant coram eis 1n singulis hundredis， civitatibus et bur・gis，
cives， burgenses， libere tenentes villanos et alios， etatis xv. annorum usque ad etatem lxa 
annorum， etassideri faciant et jurare omnes ad arma secundum quantitatem terrarum et 
catallorum suorum， scilicet， ad xv. libratas terre， unam loricam et unum capellum ferreum， 
gladium， cultellum et equum; ad x. libratas te打e，unum haubergellum， capellum ferreum， 
gladium et cultellum ; ad c. solidatas terre， unum purpointum， capellum ferreum， gladium， 
lanceam et cultellum; ad xla solidatas terre et eo amplius usque ad centum solidatas， 
gladium， arcum， sagittas et cultellum. Qui minus habent quam xla solidatas terre jurati sint 
ad fa1ces， gysarmas， cultellos et alia arma minuta. Ad catalla sexaginta marcarum， unam 
loricam， capellum， gladium， cultellum et equum ; ad catalla xlαmarcarum， unum haubergel-
lum， capellum， gladium et cultellum ; ad catalla xx. marcarum， unum purpointum， capellum， 
gladium et cultellum; ad catalla x. marcarum， gladium cultellum， arcum et sagittas; ad 
catalla xla solidorum et eo amplius usque ad catalla x. marcarum， fa1ces， cultellos， gysarmas 
et alia arma minuta. Omnes eciam ali qui possunt habere arcum et sagittas extra forestam 
habeant ; qui vero in foresta arcus et pilettos. Et In singulis civitatibus et burgis omnes jurati 
ad arma intendentes sint majoribus civitatum et prepositis et ballivis burgorum， ubi non sunt 
majores. 1n singulis vero villatis alis constituatur unus constabularius vel duo secundum 
numerum inhabitancium et provisionem predictorum. 1n singulis vero hundredis con-
stituatur unus capitalis constabularius ad cujus mandatum omnes jurati ad arma de hundredo 
suo conveniant et ei sInt intendentes ad faciendum ea que spectant ad conservacionem pacis 
nostr・e. Omnes vero constabularii capitanei de singulis hundredis intendentes sint vicecomiti 
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et duobus militibus predictis ad veniendum ad mandatum eorum et faciendum per preceptum 
eorum ea que spectant ad conservacionem pacis nostre. Clamari eciam faciant singu日
vicecomites per civitates et burgos et omnia mercata ballivarum suarum quod nulli 
conveniant ad turneandum vel ad burdiandum vel ad alias quascumque aventuras ; nec eciam 
aliqui incedant armati nisi specialiter fuerint ad custodiam pacis nostre deputati‘ Et， si
aliqui inventi fuerint sic incedentes armati contra hanc provisionem nostram， arestentur et 
vicecomitibus liberentur; et， sise non permiserint arεstari， tunc constabularii singulorum 
hundredorum et villarum et ali quicunque uthesium levent super eos undique et cum vicinis 
villatis de villa in villam ipsos insequantur donec capiantur et vicecomitibus liberentur sicut 
predictum est. Quotiens autem contigerit uthesium levari super quoscumque perturbatores 
pacis nostre， predones et malefactores in parcis et vivariis， statim super eos fiat uthesium et 
ipsos insequantur donec capiantur et liberentur vicecomitibus sicut de alis predictum est. Et 
omnes vicecomites et eorum ballivi， constabularii， jurati ad arma， cives， burgenses， libere 
tenentes， villani et ali， talem sectam faciant post predictos malefactores ne predicti 
malefactores evadant， et， siper eorum defectum evaserint， hi， in quibus defectus inventus 
fuerit， sic per consilium nostrum puniantur quod pena illorum alis metum incutiat et auferat 
materiam delinquendi. Suspectos autem de die per quoscumque arestatos recipiant 
vicecomites sine dilacione et difficultate et salvo custodiant， donec per legem terre deliber帯
entur. Et ideo tibi precipimus quod， sicut corpus tuum et omnia que habes diligis， una cum 
dilectis et fidelibus nostris Willelmo Corbet et Petro de Wyk'， quos tibi ad hoc associavimus， 
omnia predicta sub forma prescripta cum omni diligencia exequaris， ne pro defectu tui et 
predictorum fidelium nostrorum ad te et ad ipsos graviter nos capere debeamus. Returnum 
autem istarum litterarum sine dilacione habere facias omnibus libertatibus de balliva tua ut 
omnia predicta sub forma prescripta exequantur.むuodsi non fecerint， non obstantibus 
libertatibus predictis， sine dilacione id fieri facias. Teste W. Eboracensi archiepiscopo， apud 
羽Testm'，xx. die Maii. 
(CR. 1237-1242.， pp. 482-84.) 
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(5) 玉は既に5丹8-9日からイングランドに不在で，翌年9月の帰還まで，前記ヨーク大司教が国王代
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